
賃金ベ－ス

(円）

額

（円）

月数

（カ月）

額

（円）

月数

（カ月）

昨年の月数

（カ月）

日立 309,500 1,647,000 5.5 1,580,832 5.28 5.30

日立ＧＳＴ 317,200 1,744,600 5.5 1,719,224 5.42 5.50

日立コンシ 337,000 1,685,000 5 1,415,400 4.20 4.75

日立ＡＭＳ 303,900 1,671,450 5.5 1,610,670 5.30 5.30

ＨＯＴＳ 310,200 1,707,000 5.5 1,395,900 4.50 4.50*1

日立AP 296,400 1,482,000 5.0 1,409,288 4.75 4.85

日立工機 307,000 1,503,500 5.0 1,413,290 4.70 4.55

HPT 295,700 1,537,600 5.2 1,471,000 4.97 5.00

日立ハイテク - 半期前期比+1.6％

日立金属 - 1,596,000 5.5 - 5.10 5.00

日立化成 - 1,435,000 5.3 - 5.05 5.30

日立建機 - 1,554,000 5.4 - 5.32 4.95

日立物流 - 1,649,060 5.5 - 5.38 5.30

日立協和 276,058 1,312,000 4.75 1,224,262 4.50 4.50

日立電線 299,444 1,348,800 4.5 1,185,800 3.96 4.05

HISOL 285,819 1,458,000 5.1 1,352,000 4.73 -

日立国際 293,654 1,544,943 5.2 1,476,712 4.98 4.60

HISYS 289,090 1,450,000 5.0 1,374,000 4.75 4.75

日立超Ｌ 313,794 1,255,000 4.0 957,080 3.05 3.10

日立マクセル - 1,372,480 5.0 - 4.20 4.00

日立メディコ - 1,345,000 4.8 - - 4.40

ビルシス - 1,525,000 5.2 - 5.02 5.05

日立ＴＭ 259,200 1,425,600 5.5 1,117,152 4.31 -

日立ＪＴＥ 288,751 1,444,000 5.0 1,387,000 4.80 4.70

日立ＣＰ 302,162 1,480,594 4.9 1,430,134 4.73 4.43

日立ＩＥ - 1,349,650 5.0 1,147,310 4.28 4.30

ＩＥメカ - 1,279,350 5.0 1,080,166 4.28 4.30

ＩＥＳＳ - 1,175,755 5.0 979,187 4.28 4.30

ルネサス 294,419 1,266,500 4.3 1,177,676 4.00 4.00

AEパワ－ 291,997 729,993 半期　2.5 半期619,034 半期2.12 4.35

HES 293,395 1,613,674 5.5 1,420,032 4.84 4.82

HIMEC 255,200 1,276,000 5.0 1,212,200 4.75 4.77

HISEC 280,703 1,403,520 5.0 1,291,234 4.60 4.35

日立ICC 287,414 1,350,846 4.7 1,244,504 4.33 4.37

日立ES 297,590 1,428,432 4.8 1,309,396 4.40 4.40

日立ICS 287,140 1,435,700 5.0 1,300,000 4.53 4.52

IJS 282,317 1,326,900 4.7 1,250,000 4.43 4.42

RPS 298,000 1,490,000 5.0 1,192,200 4.00 -

原町電子 248,700 1,196,247 4.81 982,366 3.95 -

日立VIA - 1,257,000 4.5 - 4.00 4.55

-：情報未入手、*1 ＋業績回復感謝金（0.5カ月）

日立グル－プ連合2012年春闘結果

　　半期前期比-6.8％

一時金要求

　　　　　項目

組合名

　　半期前期比 0 ％

一時金回答
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12

春

闘

は

、

日

立

が

２

年

連

続

で

純

利

益

２

０

０

０

億

円

を

超

え

る

好

業

績

の

状

況

で

、

賃

金

は

ベ

ア

要

求

な

し

で

「

賃

金

体

系

維

持

」

、

一

時

金

も

多

く

の

組

合

で

昨

年

実

績

を

下

回

り

、

職

場

の

「

今

年

こ

そ

大

幅

賃

上

げ

で

生

活

改

善

を

」

の

期

待

を

裏

切

る

結

果

と

な

り

ま

し

た

。

今

年

の

春

闘

は

、

日

立

労

組

自

ら

が

「

２

０

１

２

年

中

期

経

営

計

画

を

達

成

し

、

よ

り

強

い

企

業

体

質

へ

と

変

革

し

て

い

か

ね

ば

な

ら

な

い

。

会

社

が

進

め

る

コ

ス

ト

適

正

化

等

の

施

策

に

つ

い

て

も

理

解

で

き

る

」

と

総

括

し

て

い

る

よ

う

に

、

会

社

の

「

グ

ロ

ー

バ

ル

市

場

で

勝

て

る

強

い

企

業

体

質

へ

変

革

。

そ

の

た

め

に

２

０

１

２

中

期

経

営

計

画

の

完

遂

、

強

い

企

業

体

質

の

確

立

や

コ

ス

ト

競

争

力

強

化

が

必

要

」

の

主

張

に

屈

し

た

春

闘

で

あ

っ

た

と

言

え

ま

す

。

非

正

規

労

働

者

は

若

い

世

代

や

女

性

を

中

心

に

労

働

者

の

38

・

７

％

、

１

７

５

６

万

人

に

も

な

っ

て

い

ま

す

。

年

収

２

０

０

万

円

以

下

は

１

０

４

５

万

人

、

働

く

人

全

体

の

５

人

に

１

人

強

で

す

。

非

正

規

労

働

者

問

題

の

改

善

の

た

め

に

は

、

全

国

一

律

最

低

賃

金

１

０

０

０

円

以

上

の

実

現

と

、

18

歳

見

合

い

産

業

別

最

低

賃

金

（

月

額

１

５

万

４

５

０

０

円

）

を

電

機

・

情

報

産

業

で

働

く

す

べ

て

の

労

働

者

に

適

用

さ

せ

る

こ

と

が

求

め

ら

れ

ま

す

。

労

働

者

と

労

働

組

合

の

闘

い

を

さ

ら

に

強

め

る

こ

と

を

呼

び

か

け

ま

す

。

12

春

闘

は

期

待

を

裏

切

る

結

果

に

労

働

者

全

体

の

賃

金

の

底

上

げ

を



シ

ニ

ア

労

働

条

件

が

一

部

改

善

に

Ａ

Ｅ

パ

ワ

ー

合

併

解

消

に

伴

い

、

４

月

か

ら

受

変

製

部

門

で

Ｒ

Ｓ

Ｃ

の

シ

ニ

ア

社

員

だ

っ

た

人

が

日

立

の

シ

ニ

ア

社

員

に

な

り

ま

し

た

。

週

５

日

勤

務

で

有

給

休

暇

が

年

10

日

か

ら

20

日

に

、

時

間

外

割

増

率

が

所

員

と

同

様

に

な

り

ま

し

た

。

ま

た

マ

イ

カ

ー

通

勤

の

駐

車

場

代

が

１

５

０

０

円

か

ら

自

家

用

車

自

治

会

費

も

１

０

０

円

に

な

り

ま

し

た

。

Ａ

Ｅ

パ

ワ

ー

か

ら

Ｒ

Ｓ

Ｃ

の

シ

ニ

ア

社

員

に

な

っ

た

人

は

相

変

わ

ら

ず

以

前

の

ま

ま

の

労

働

条

件

に

置

か

れ

て

い

ま

す

。

（

国

分

）

〃

桜

に

太

陽

光

パ

ネ

ル

〃

は

「

エ

コ

な

景

観

」

（

お

）

で

は

、

ス

マ

ー

ト

フ

ァ

ク

ト

リ

化

の

推

進

で

、

海

側

駐

車

場

と

工

場

裏

の

サ

ン

バ

レ

ー

（

旧

マ

ム

シ

谷

）

に

太

陽

光

パ

ネ

ル

が

設

置

さ

れ

ま

し

た

。

荒

地

だ

っ

た

マ

ム

シ

谷

は

一

変

し

、

４

月

に

な

り

桜

が

開

花

す

る

と

、

陽

光

パ

ネ

ル

と

桜

が

マ

ッ

チ

ン

グ

し

て

〃

エ

コ

な

景

観

〃

で

よ

い

雰

囲

気

で

す

。

一

方

、

海

側

駐

車

場

に

は

太

陽

光

パ

ネ

ル

設

置

用

に

屋

根

が

設

置

さ

れ

ま

し

た

。

「

高

級

車

は

こ

こ

に

停

め

る

べ

き

」

と

の

声

も

。

夏

の

強

い

目

差

し

や

雨

風

が

直

接

当

た

る

の

と

そ

う

で

な

い

の

で

は

、

車

へ

の

影

響

が

ず

い

ぶ

ん

違

う

で

し

ょ

う

。

（

大

み

か

）

出

向

以

外

に

策

は

な

い

の

？

日

立

国

分

機

器

エ

ン

ジ

ニ

ア

リ

ン

グ

（

Ｋ

Ｅ

Ｃ

）

で

は

、

作

業

量

の

減

少

で

７

月

頃

か

ら

現

場

系

・

事

務

系

を

含

め

20

名

以

上

の

人

が

日

立

建

機

な

ど

に

出

向

に

出

る

予

定

と

な

っ

て

い

ま

す

。

場

内

で

は

、

消

化

能

力

が

下

が

り

製

品

の

納

期

が

問

題

と

な

り

、

さ

ら

に

外

部

依

存

度

が

増

え

仕

事

量

が

減

る

と

い

う

悪

循

環

に

陥

ら

な

い

か

心

配

で

す

。

ま

た

、

残

っ

た

人

が

労

働

強

化

に

な

っ

た

り

健

康

面

が

心

配

さ

れ

ま

す

。

組

合

が

な

い

た

め

権

利

を

守

る

砦

が

あ

り

ま

せ

ん

。

日

立

か

ら

の

転

属

者

や

出

向

者

が

多

数

い

る

会

社

で

す

。

事

あ

る

ご

と

に

、

国

分

フ

ァ

ミ

リ

ー

を

言

う

の

な

ら

、

も

っ

と

心

の

通

っ

た

施

策

を

考

え

て

ほ

し

い

も

の

で

す

。

（

国

分

）

服

装

チ

ェ

ッ

ク

ま

で

や

る

の

！

通

勤

時

の

服

装

が

乱

れ

て

い

る

と

し

て

部

課

長

が

５

月

14

日

か

ら

一

週

間

、

工

場

門

に

立

ち

服

装

チ

ェ

ッ

ク

す

る

そ

う

で

す

。

お

客

に

不

快

な

印

象

を

与

え

る

と

の

理

由

の

よ

う

で

す

が

、

勤

務

時

は

統

一

さ

れ

た

作

業

服

を

着

て

い

る

の

で

す

か

ら

不

快

な

印

象

与

え

る

と

思

わ

れ

ま

せ

ん

。

個

々

人

の

オ

シ

ャ

レ

は

自

由

な

発

想

の

現

れ

で

あ

り

、

そ

れ

を

製

品

や

作

業

に

生

か

す

企

業

風

土

こ

そ

日

立

の

発

展

に

つ

な

が

る

の

で

は

な

い

か

。

（

国

分

）

メ

ー

デ

ー

開

催

は

〃

Ｍ

ａ

ｙ

Ｄ

ａ

ｙ

〃

に

連

合

茨

城

日

立

地

区

メ

ー

デ

ー

が

４

月

21

日

に

、

日

立

駅

前

広

場

で

開

催

さ

れ

ま

し

た

。

気

温

が

低

く

風

も

強

く

て

寒

か

っ

た

こ

と

も

あ

っ

て

か

、

家

族

連

れ

中

心

に

受

付

を

し

て

帰

る

人

が

多

く

、

10

時

開

会

時

は

２

０

０

０

人

に

満

た

な

い

状

況

で

し

た

。

み

ん

な

が

参

加

し

や

す

い

よ

う

に

と

の

配

慮

で

連

休

前

の

４

月

21

日

開

催

と

し

た

よ

う

で

す

が

、

「

メ

ー

デ

ー

の

気

が

し

な

い

」

の

声

。

国

際

的

な

労

働

者

の

日

を

祝

う

メ

ー

デ

ー

は

、

文

字

通

り

〃

Ｍ

ａ

ｙ

Ｄ

ａ

ｙ

〃

に

開

催

す

べ

き

で

し

ょ

う

。

（

大

み

か

）

緊

急

時

対

応

の

準

備

万

端

に

！

自

動

車

通

勤

者

に

防

犯

ブ

ザ

ー

が

配

布

さ

れ

ま

し

た

。

昨

年

か

ら

起

き

て

い

る

事

件

の

対

策

の

一

環

で

す

。

暗

く

な

っ

て

か

ら

の

独

り

歩

き

が

狙

わ

れ

ま

す

。

ブ

ザ

ー

を

車

の

小

物

入

れ

に

入

れ

っ

ぱ

な

し

や

、

箱

の

ま

ま

放

置

し

て

は

い

ま

せ

ん

か

？

少

し

で

も

効

果

が

上

が

る

よ

う

に

使

用

方

法

の

習

得

や

身

に

つ

け

て

お

く

よ

う

に

し

ま

し

ょ

う

。

自

分

の

た

め

！

ご

安

全

に

！

（

国

分

）

解

放

感

あ

っ

て

い

い

よ

！

フ

ェ

ン

ス

が

新

し

く

な

り

ま

し

た

。

震

災

で

損

壊

し

た

Ｊ

Ｒ

側

の

フ

ェ

ン

ス

の

修

理

が

始

ま

り

ま

し

た

。

Ｒ

２

４

５

側

は

白

の

カ

ラ

ー

フ

ェ

ン

ス

に

修

理

済

み

で

す

。

Ｊ

Ｒ

側

は

コ

ン

ク

リ

ー

ト

塀

か

ら

金

網

製

の

ふ

つ

う

の

フ

ェ

ン

ス

に

変

わ

り

ま

す

。

塀

の

外

が

見

え

解

放

的

で

良

い

の

で

す

が

、

反

対

に

外

か

ら

も

丸

見

え

に

な

り

ま

す

、

汚

い

も

の

や

、

変

な

も

の

が

置

け

な

く

な

り

綺

麗

に

片

づ

け

さ

れ

る

の

で

は

と

期

待

し

て

い

ま

す

。

イ

メ

―

ジ

変

わ

る

か

も

！

（

国

分

）

少

な

く

な

っ

た

日

立

本

体

Ａ

Ｅ

パ

ワ

ー

が

日

立

に

戻

り

10

年

ぶ

り

に

４

月

２

日

、

国

分

全

体

の

期

首

朝

礼

が

桜

川

門

脇

の

広

場

で

開

催

さ

れ

た

。

ピ

カ

ピ

カ

の

黄

緑

色

の

作

業

服

が

光

り

ま

し

た

。

し

か

し

、

以

前

に

比

べ

人

が

少

な

く

な

っ

た

と

感

じ

ま

し

た

。

職

場

へ

戻

る

帰

り

道

、

製

缶

職

場

の

建

屋

か

ら

大

勢

の

人

が

出

て

き

ま

し

た

。

協

力

会

社

ご

と

に

朝

礼

を

し

て

い

た

の

で

す

。

（

国

分

）


